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1．管 推 進 工



工　　種 単位 摘    要

路線延長 ｍ 30.00

推進延長 ｍ 27.75

推進用鋼管 　外径φ609.6mm　t=9.5mm　L=1.0m/本 本 28

ｔ 3.948

発生土処理 ｍ3 8.1

内管引抜工 ｍ 27.75

発進坑口工  φ2500（鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ用） 箇所 1

鏡切り工 　鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 箇所 2 切断長3.4m/箇所

 推進設備等設置撤去工 箇 所 1

管推進工集計表

規格・寸法 数　量



Ls4= 本数 重量 φ600 φ400 φ400 φ400

発進 到達 L Ls1 Lh1 Ls2 Ls3 Ls2-Ls3 L1.00 0.1410t/m L0.50 L1.00 個/本管 本管-1 Ls2 Ls1 V2=Ls1･A2

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ 本 ｔ 個 本 個 個 ｍ ｍ ｍ
3 箇所 箇所 箇所

発進立坑 到達立坑 30.00 28.00 27.75 27.75 28 3.948 27.75 8.10

計 30.00 28.00 27.75 27.75 28 3.948 27.75 8.10 

ｶﾗｰ
鋼管 偏芯

先導管
(残置)路線

番号

立坑番号 路線
延長

さや管
管渠
延長

本管
管渠
延長

推進
延長

可とう継手

ｍ
3

切削
延長

さや管
推進
延長

管　材　料

内管
引抜工

本管
挿入工

φ600

本管 ｽﾍﾟｰｻ

　内径600㎜推進工（鋼製さや管 ボーリング式 二重ケーシング方式）

中込注入

現場打ち
ﾏﾝﾎｰﾙ用
(現場打
ち壁埋
設)

組立
･既設

ﾏﾝﾎｰﾙ用
(後付け)

ｹｰｼﾝｸﾞ
立坑用
(ｹｰｼﾝｸﾞ
組立人孔

用)
V1=Ls4･A1

=0.292

0.610^2

A1=π/4･

発生土



ｽｸﾗｯﾌﾟ重量

W=a･w･n

a=π/4･(0.1+

t=12mm t=19mm Ⅱ型 Ⅲ型 t=2.7mm t=3.2mm 0.610)^2=

w=94kg/m2 w=149kg/m2 w=120kg/m2 w=150kg/m2 w=0kg/m2 w=0kg/m2 0.396m2/箇所 Ls4'(1) a1 a/2･(a+1)･c Ls4'(2) a2 a/2･(a+1)･c Ls4'(3) a3 a/2･(a+1)･c Σa Σb

箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 箇所 ｔ 箇所 箇所 箇所 ｍ 回 ｍ ｍ 回 ｍ ｍ 回 ｍ 回 ｍ

発進立坑 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 1 1 0.059 1

到達立坑 鋼製ｹｰｼﾝｸﾞ 1 1 0.037 

計 2 1 1 0.096 1 

計×3.4m =6.8m 計×3.9m 計×4.1m 　日推協鋼管さや管　2022年版　C-422　鏡切り　より

立坑
番号

立坑形式
坑口工

鏡切り工 推進設備

中込
注入
設備

鋼製
ｹｰｼﾝｸﾞ

切削ﾋﾞｯﾄ交換

設置
撤去

据換
(方向
転換)

礫質土 粗石混り土 巨石混り土

対象
延長

c=60 b1=

　内径600㎜推進仮設備工（鋼製さや管 ボーリング式 二重ケーシング方式）

交換
内管
引抜
挿入

鋼矢板
ﾗｲﾅｰ
ﾌﾟﾚｰﾄ

箇所数n

対象
延長

c=35 b2=
対象
延長

c=15 b3=



2．立　坑　工



φ2500 φ2000

φ2500 ｍ 3.380 3.380

〃 ｍ 1.300 1.300

〃 ｍ 1.685 1.685

φ2000 ｍ 3.310 3.310

〃 ｍ 1.300 1.300

〃 ｍ 0.945 0.945

ｍ 6.365 5.555 11.920

φ2500 ｍ 15.80 15.80

φ2000 ｍ 12.60 12.60

φ2500 ｍ 1.2 1.2

φ2000 ｍ 0.9 0.9

φ2500 箇所 1 1

φ2000 箇所 1 1

ｍ 15.45 13.92 29.37

φ2500 ㎥ 7.4 7.4

φ2000 ㎥ 3.1 3.1

㎥ 1.9 1.2 3.1

回 1 1 2

回 1 1 2

φ2500 ｍ 5.40 5.40

φ2000 ｍ 4.90 4.90

刃　先 φ2500 個 1 1

　〃 φ2000 個 1 1

φ2500　L=2.5ｍ 本 1 1

φ2000　L=2.0ｍ 本 1 1

　スクラップ重量 ｔ 1.850 0.956 2.806

φ2500 箇所 1 1

φ2000 箇所 1 1

φ2500 箇所 1 1

φ2000 箇所 1 1

鋼製ケーシング立坑工集計表（1）

覆
工
板

溶
接
工

ケ
ー

シ
ン
グ
材
料

底
盤
工

 底盤コンクリ－ト打設

圧
入
掘
削
積
込
工

機械設置撤去工

機械退避・再設置工

　　〃　　　

計

　　〃　　　

工 種 規格・寸法

撤
去
工

引
上
工

名 称

単位

礫　質　土

ケ－シング

〃　

ケ－シング

発進立坑 到達立坑 合 計

粘　性　土

砂　質　土

礫　質　土

粘　性　土

砂　質　土

〃　

 ケ－シング撤去工

 スライム処分工

 円形覆工板設置工

鋼製ケ－シング

〃

仮設ケ－シング

　　〃　　　

 ケ－シング切断工

圧
入
掘
削

設
備

 円形覆工板撤去工

　　〃　　　

　　〃　　　



φ2500 φ2000

φ2500 回 23 23

φ2000 回 2 2

RC-40 ｍ3 16.13 9.26 25.39

ｍ3 32.21 17.89 50.10

15㎝以下 ｍ 8.41 6.71 15.12

t=5cm ｍ3 0.01 0.01 0.02

15㎝以下　直接積込 ｍ2 5.34 3.39 8.73

ｍ3 0.27 0.17 0.44

再生密粒度As t=5cm ｍ2 5.34 3.39 8.73

M-30　t=10㎝ ｍ3 0.51 0.32 0.83

鋼製ケーシング立坑工集計表（2）

規格・寸法立 坑 番 号

道
路
復
旧
工

舗
装
破
砕

発
生
土
処
理

名 称

埋
戻
工

舗
装
切
断

ガ
ラ
処
分

表層工

路盤工

合 計到達立坑単位 発進立坑

覆
工
板

 円形覆工板開閉工

　　〃　　　

アスコンガラ

ｱｽﾌｧﾙﾄ濁水処分工

埋戻工

掘削土量

アスファルト

アスファルト



鋼製ケ－シング立坑

Bor No.1

粘性土Ｎ≦5 ｍ

砂質土Ｎ≦30 ｍ

礫質土30<Ｎ≦50 ｍ

計 ＝ ｍ

ケーシング溶接工 下歩P.443 m/箇所 × 2 箇所 ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工 ｍ

ケ－シング撤去工 下歩P.443 箇所

ケーシング撤去部

鋼材切断工 下歩P.445 × ＋ ×

本管埋設部

＋ ＋ ） ＝ ｍ

底盤コンクリ－ト 下歩P.446 ｍ3

スライム処分工 下歩P.450 ｍ3

回

算出根拠次頁 回

鋼製ケーシング φ2500 t=19 ｍ

刃先 φ2500用 個

仮設ケ－シング φ2500　t=19mm　L=2.5ｍ 本

スクラップ重量 上部切断部 ｍ × t/m ＝ t

鏡切り部 ( ＋ × 1 箇所 × t/m2 ＝ t t

φ2500 箇所

φ2500 箇所

積算根拠より 回

砂 質 土

礫 質 土

0.426

1.9

機械設置撤去工

7.90

機械退避・再設置工

15.45

φ2500

圧入掘削積込工

15.80

1

（撤去長）

1.485 1.206

4分割

1

1

1

5.40

1

7.4

1.300

1.685

1.20

1

1.850

粘 性 土

0.10

2.50

工　　種

1.485

数　量算　　出　　根　　拠

0.059)2 × 0.1492

π

π/4

1

6.365

0.10

3.380

23

×（

0.610

1.791

鋼製ケーシング立坑計算書（発進立坑）

覆工板撤去工

覆工板開閉工

覆工板設置工

π



圧入機械退避・再設置工回数の算出 （下水歩掛A-8-13・14）

条件 ケーシング呼び径 φ

立坑深 ｍ

先掘深 ｍ

掘削深 ｍ

1m当り施工時間 ｈ／ｍ

ケーシング溶接箇所数 回

少数点以下切り捨てて整数とする。

+ + + +

= 回

n : 機械退避・再設置回数

T1 : 機械設置撤去時間 h

T2 : 圧入掘削積み込み時間 （H2×a h） × = h

H2 : 掘削深(m)

a : 1m当たり施工時間　(h/m)

T3 : ケーシング溶接時間 (L×0.1 h) × = h

L : 総溶接延長 (m) 1箇所当たり L1 = m

　

T4 : 底盤コンクリート打設時間 (V×0.2 h) × = h

V : 底盤コンクリート量 (m3)

T5 : ケーシング引上げ時間 (t1×0.5 h) × = h

t1 : ケーシング引上げ長 (m)

1m当り施工時間計算（加重平均）

× =

× =

× =

計 計

÷ = h/m

 発進立坑 計算書 [圧入機械退避・再設置]

2.191m

6.365m 6.871m

1.4 7.00 1.58

8

1.48

1.0 1.300m

6.871 6.365 1.1

1.685 1.3

3.380m

n =
T1 + T2 + T3 + T4 + T5

8

1.300

1.2

= 1.51

1.03.380

0.5

0.60

6.365

1

=

0.6

1.1

7.4 0.2 1.48

7.00

7.9

15.8 0.1 1.58

1.4

回

1.1

2

2500

4.915

6.365

0.05



掘削面積 × ÷ ＝

機械掘削　  5.06 × （ 6.415－ 0.05 ) ＝

発生土処理 ＝

舗装取壊し

舗装版切断工

  15㎝以下 × × ＝

舗装版破砕工

  15㎝以下 － × ＝

× ＝

濁水処分工 t=5cm × m3/m ＝

仮復旧工

路盤工 粒調砕石　 M-30　ｔ＝10cm × ＝

表層工 再生密粒度アスコン t＝5cm ＝

掘 削 工

tan22.5°

1051

32.21

8

0.0013 0.01 ㎥

㎥

φ2.538

0.27

㎥

舗装平面図

道路組成図

㎡5.34

7
4
3
.
5

5.06

8.41

㎡

2538

㎥

32.21

5.34

ｍ

0.51

㎥

0
.
0
5

工　　　　種

▽246.285

立 坑 土 工（発進） [掘 削]

GL=

743.5 743.5

6
.
4
1
5

252.70

アスコンガラ処分工

2
5
3
8

2.538

5.34

2.538

2.538

5.060 0.1

0.7435

掘
　
削
　
深
 
 
=

8.41

4

7
4
3
.
5

π

掘　削

2

0.05

1
0
5
1

算　　　　　　　　　　　　式 数　　　量

㎡

φ2538

2

2 2

10

1
0
0



× ÷ × ＝

× ÷ ×( ＋ ） ＝

※閉塞コンクリート・防護コンクリートは、管挿入工で計上。

＝埋 戻 量 16.13 ㎥

0.39

0.394

㎥

埋
戻
（

再
生
切
込
砕
石
）

2.500

本管 0.426

控
　
除
　
量

控除量計

全　体

2.102

16.52 ㎥3.365

0.645

計　　算　　式工　　　　種

立 坑 土 工（発進）[埋 戻]

数　　　量

㎥π

π 4

2

2



鋼製ケ－シング立坑

Bor No.1

粘性土Ｎ≦5 ｍ

砂質土Ｎ≦30 ｍ

礫質土30<Ｎ≦50 ｍ

計 ＝ ｍ

ケーシング溶接工 下歩P.443 m/箇所 × 2 箇所 ｍ

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工 下歩P.443 ｍ

ケ－シング撤去工 箇所

ケーシング撤去部

鋼材切断工 下歩P.445 × ＋ ×

本管埋設部

＋ ＋ ） ＝ ｍ

底盤コンクリ－ト 下歩P.446 ｍ3

スライム処分工 下歩P.450 ｍ3

回

回

鋼製ケーシング φ2000 t=12 ｍ

刃先 φ2000用 個

仮設ケ－シング φ2000　t=12mm　L=2.0ｍ 本

スクラップ重量 上部切断部 ｍ × t/m ＝ t

鏡切り部 ( ＋ × 1 箇所 × t/m2 ＝ t t

φ2000 箇所

φ2000 箇所

積算根拠より 回

（撤去長） 4分割

π ×（ 0.426 0.10

鋼製ケーシング立坑計算書（到達立坑）

1.495 0.615 0.919

0.610 0.10 )2 × π/4 0.0942

礫 質 土

粘 性 土 3.310

砂 質 土 1.300

2.00

3.1

5.555

1.2

0.945

1

算　　出　　根　　拠

6.30

数　量

π 1.495

13.92

4.90

1

1

0.956

1

2

機械退避・再設置工 1

覆工板設置工

0.037

12.60

工　　種

圧入掘削積込工

0.90

φ2000

1

覆工板撤去工

覆工板開閉工

1

機械設置撤去工



圧入機械退避・再設置工回数の算出 （下水歩掛A-8-13・14）

条件 ケーシング呼び径 φ

立坑深 ｍ

先掘深 ｍ

掘削深 ｍ

1m当り施工時間 ｈ／ｍ

ケーシング溶接箇所数 回

少数点以下切り捨てて整数とする。

+ + + +

= 回

n : 機械退避・再設置回数

T1 : 機械設置撤去時間 h

T2 : 圧入掘削積み込み時間 （H2×a h） × = h

H2 : 掘削深(m)

a : 1m当たり施工時間　(h/m)

T3 : ケーシング溶接時間 (L×0.1 h) × = h

L : 総溶接延長 (m) 1箇所当たり L1 = m

　

T4 : 底盤コンクリート打設時間 (V×0.2 h) × = h

V : 底盤コンクリート量 (m3)

T5 : ケーシング引上げ時間 (t1×0.5 h) × = h

t1 : ケーシング引上げ長 (m)

1m当り施工時間計算（加重平均）

× =

× =

× =

計 計

÷ = h/m

 到達立坑 計算書 [圧入機械退避・再設置]

2000

4.605

0.05

8

5.555

0.9

2

n =
T1 + T2 + T3 + T4 + T5

8

6.3

3.1 0.2

1.26

=
1.4 5.00 1.26 0.62 0.45

12.6 0.1

0.945m

1.300

0.45

1

1.4

5.555 0.9 5.00

0.62

0.9 0.5

5.555m 4.763m

= 1.09 回

2.648m

0.945

4.763 5.555 0.9

3.310 0.8

0.9 1.170m

1.0



掘削面積 × ÷ ＝

機械掘削　  3.22 × （ 5.605－ 0.05 ) ＝

発生土処理 ＝

舗装取壊し

舗装版切断工

  15㎝以下 × × ＝

舗装版破砕工

  15㎝以下 － × ＝

× ＝

濁水処分工 t=5cm × m3/m ＝

仮復旧

上層路盤工 粒調砕石　 M-30　ｔ＝10cm × ＝

表層工 再生密粒度アスコン t＝5cm ＝

立 坑 土 工（到達） [掘 削]
掘 削 工 舗装平面図

0
.
0
5

φ2.024 2024

838

5
.
6
0
5

掘　削 φ2024

2.024 3.14

数　　　量

8
3
8

593.0593.0

GL= 252.63

㎡

17.89 ㎥

2
0
2
4

掘
　
削
　
深
 
 
=

道路組成図

▽247.025

工　　　　種 算　　　　　　　　　　　　式

4 3.22

㎥

0.0013

2.024 0.593 2

0.05

㎡

0.32 ㎥3.220

6.71

㎡3.39

アスコンガラ処分工

3.39

2.024 tan22.5° 8 6.71

3.39 0.17

0.1

0.01 ㎥

5
9
3
.
0

5
9
3
.
0

㎥

ｍ

17.89

2

2 2

10

1
0
0



× ÷ × ＝

× ÷ ×( ＋ ） ＝

※閉塞コンクリート・防護コンクリートは、管挿入工で計上。

＝

立 坑 土 工（到達）[埋 戻]

工　　　　種 計　　算　　式 数　　　量

全　体 2.000 9.60 ㎥4 3.055

π 4 1.792 0.625 0.34
埋
戻
（

再
生
切
込
砕
石
）

控
　
除
　
量

本管

π

㎥0.426

控除量計 0.34 ㎥

埋 戻 量 9.26 ㎥

2

2



3．薬液注入工



注入量(V)

(A)

㎡ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ3 ｍ3 ｍ3 kl kl ｍ 本

0～4 10～30 30～50 0～4 10～30 30～50 0～4 10～30 30～50

発進立坑 坑口部 4.72 3.430 1.300 0.650 1.900 0.560 0.650 8.968 2.643 3.068 0.926 4.630 2.270 5

0～4 10～30 30～50 0～4 10～30 30～50 0～4 10～30 30～50

到達立坑 坑口部 4.95 3.360 1.300 0.650 1.900 0.560 0.650 9.405 2.772 3.218 0.971 4.855 2.200 5

1本当り

注入長(L)

砂質土 砂礫土 粘性土
面積

粘性土 砂質土 砂礫土粘性土

　薬液注入工(二重管ｽﾄﾚｰﾅ・単相式)集計表
削孔長 対象注入土量(A×L)

施工
本数

土被り長
立坑№ 種 別 砂質土 1箇所当り砂礫土



注入

削孔長 土被り長 注入高 注入面積 対象土量 本数 間隙率 充填率 注入率(λ1) 充填率 注入率(λ2) 溶液型 懸濁型 合計

L1 Ａ V ｎ ρ (α) ρ×α (α) ρ×α ｖ/ｎ×λ1 ｖ/ｎ×λ2 Σ(ｖ/ｎ×λ)

ｍ ｍ ｍ ｍ2 ｍ3 本 ％ ％ ％ ％ ％ kl kl kl

粘性土 3.430 1.900 8.968 0～4 70 50 35.0 0.628 0.628

砂質土 1.300 0.560 2.643 10～30 40 70 28.0 0.148 0.148

発進立坑 砂礫土 0.650 0.650 3.068 30～50 35 70 24.5 0.150 0.150

坑口部 計 5.380 2.270 3.110 4.72 14.679 5 0.926

粘性土 3.360 1.900 9.405 0～4 70 50 35.0 0.658 0.658

砂質土 1.300 0.560 2.772 10～30 40 70 28.0 0.155 0.155

到達立坑 砂礫土 0.650 0.650 3.218 30～50 35 70 24.5 0.158 0.158

坑口部 計 5.310 2.200 3.110 4.95 15.395 5 0.971

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

　　注入材料使用量【下歩 P65、下水協管路施設(開削)2015年 P260】

　　二重管ｽﾄﾚｰﾅ工法に必要な注入材料は，次式による。 単相式二重管ｽﾄﾚｰﾅ工法注入率

　 　V＝ v x λ

　　Qs＝(V x 1000)/ｎ 間隙率 注入填充率 注入率 注入填充率 注入率

　　　Qs：二重管ｽﾄﾚｰﾅ工法の1本当り注入量(Ｖ) Ｎ　値 ρ α  λ α  λ

　　　 V：対象注入土量(m3) (％) (％) (％) (％) (％)

　　　λ：注入率 ゆるい 0～4 70 55 38.5 50 35.0

　　　ｎ：注入本数 中　位 4～8 60 50 30.0 45 27.0

締った 8～15 50 30 15.0 25 12.5

ゆるい 0～10 50 80 40.0 70 35.0

中　位 10～30 40 80 32.0 70 28.0

締った 30以上 30 70 21.0 60 18.0

ゆるい 10～30 50 80 40.0 70 35.0

中　位 30～50 35 80 28.0 70 24.5

締った 50以上 25 80 20.0 70 17.5

注入量の計算(二重管ストレ－ナ・単相式)

立坑No.

対 象 注 入 土 量

土  質

溶液型 懸濁型

土 質 条 件 １本当り注入量（Qs）懸濁型

Ｎ値

溶液型

土　質

粘性土

砂質土

砂礫土



注入面積計算 注入面積計算 坑口部

2.75×2.61-π÷4×2.52÷2

4.72 ㎡

注入長計算書 注入長計算書

注入上部高 注入底部高 注入高(m) 注入上部高 注入底部高 注入高(m)

砂質土 粘性土  0～ 4 249.870 247.970 1.900

粘性土 砂質土  0～30 250.430 249.870 0.560

砂礫土 砂礫土 30～50 247.970 247.320 0.650

3.110

削孔長計算書 削孔長計算書

削孔上部高 削孔底部高 削孔高(m) 削孔上部高 削孔底部高 削孔高(m)

252.700 251.170 1.530

251.170 249.870 1.300

249.870 247.970 1.900

247.970 247.320 0.650

5.380

合　計

土質

粘性土

砂質土

土質

発進立坑 坑口部

略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

計　　　　算　　　　式

土質

合　計

土質

粘性土

砂質土

砂礫土

合　計

粘性土

砂礫土

合　計



注入面積計算 坑口部 注入面積計算

2.50×2.61-π÷4×2.02÷2

4.95 ㎡

注入長計算書 注入長計算書

注入上部高 注入底部高 注入高(m) 注入上部高 注入底部高 注入高(m)

粘性土  0～ 4 249.870 247.970 1.900 砂質土

砂質土  0～30 250.430 249.870 0.560 粘性土

砂礫土 30～50 247.970 247.320 0.650 砂礫土

3.110

削孔長計算書 削孔長計算書

削孔上部高 削孔底部高 削孔高(m) 削孔上部高 削孔底部高 削孔高(m)

252.630 251.170 1.460

251.170 249.870 1.300

249.870 247.970 1.900

247.970 247.320 0.650

5.310

粘性土

砂質土

合　計

土質

粘性土

砂礫土

合　計

砂礫土

合　計

土質

粘性土

合　計

砂質土

土質

到達立坑 坑口部

略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

計　　　　算　　　　式

土質



頁番号↓

　　　　　　　　4．管挿入工

（DIP-PNφ400）



      

材料費

DCIP-PN 直管 2種 内面粉体塗装

（PN挿口付） φ400×1.00m 27 27 本

DCIP-PN 直管 2種 内面粉体塗装

（受挿短管用） φ400×1.00m 1 1 本

DCIP-PN 乙切管 2種 内面粉体塗装

（PN挿口－受挿短管挿口） φ400×0.91m 1 1 本

 内面粉体塗装

DIP-PN 受挿短管 φ400 2 2 個

直管用

PN形接合部品 φ400 27 + 1 28 組

受挿短管用

PN形接合部品 φ400 2 2 組

PN形管用 直管用

キャスターバンド φ400 27 27 組

PN形管用 受挿短管用

キャスターバンド φ400 1 1 組

名　称 形 状 寸 法 数　　量 計



      

労務費

管据付工 φ400 29.57 ｍ

管接合工 PN形φ400 28 28 口

管挿入工 φ400 29.57 ｍ

挿入設備工 設置・撤去 1 1 箇所

挿入台車取付工 ｷｬｽﾀｰﾊﾞﾝﾄﾞ 27 + 1 28 箇所

 さや管内径(外径) 0.592 m ( 0.610 m)

 本管内径(外径) 0.400 m ( 0.426 m)

A1 = 0.592
2
× π/4 = 0.275

A2 = 0.426
2
× π/4 = 0.143

Ａ = A1 - A2 = 0.132

中込め注入工 ｴｱﾐﾙｸ Ｖ = 0.132 × 28.000 = 3.696 3.70 m3

中込め注入設備工 設置・撤去 1 箇所

型枠工 中込め注入工より Ａ = 0.132 0.13 m2

V1 = 2.500
2
× π/4 × 1.400 = 6.872

V2 = 2.000
2
× π/4 × 1.400 = 4.398

管控除 = 　0.610^2×π/4×0.250+0.426^2×π/4×4.378 = 0.697

防護コンクリート工 18N/mm2 ΣV = 6.872 + 4.398 - 0.697 = 10.573 10.57 m3

29.57

29.57

名　称 形 状 寸 法 計　　　算 計



5．運　搬　費



発進立坑 到達立坑
φ2500 φ2000

ｔ 1.950 1.300 3.250

ｔ 2.940 1.490 4.430

ｔ 7.680

ｔ 7.680

仮設材運搬重量の算出

円形覆工板

仮 設 材 名 単位 計

仮設ケーシング

開削部

往復重量

復路重量



6．事業損失防止施設費



水質測定回数は、次の各号に定めるところによるものとする。　　　

薬液注入工 設計資料（令和4年度版） P62　「(社)日本グラウト協会」

（１）　工事着手前　　 　１回

（２）　工　事　中 　毎日１回以上

（３）　工事終了後 　（イ）２週間を経過するまで毎日１回以上（当該地域

　

　　　における地下水の状況に著しい変化がないと認め

　　　られる場合で、調査回数を減じても監視の目的が

　　　十分に達成されると判断される時は、週１回以上）

　（ロ）２週間経過後半年経過までの間にあたっては、月２回以上

採水地点：注入箇所からおおむね10ｍ以内に採水地点を設けなければならない。

土質区分 粘性土 砂質土 砂礫土 計

設置個所 （ｍ） （ｍ） （ｍ） （ｍ）

発進立坑 3.430 1.300 1.650 6.380  設置深さ＝注入対象最下段地盤+1.0m

到達立坑 3.360 1.300 1.650 6.310 　　　　　　〃

  計 6.790 2.600 3.300 12.690

　採水時期 工事着手前 工　事　中 計

（イ）

発進立坑 1 1 14 12 28

到達立坑 1 1 14 12 28

  計 56

工事終了後

観 測 井 設 置 工

備　　　　　考

（ロ）

薬液注入に伴う水質測定

水 質 測 定 回 数

観測井箇所


